
品 4

十

必b、
τE 

議

幸長

O 
11汚
不IJ
/'¥ 

六
月
二
十
七
日
(
土
)

於
東
京
都
教
職
員
互
助
組
合
教
育
会
館

「
花
什

u
'
u
h
じ
σと
J

f
羽刊
v
d
j
兄
ゴ
オ
4
L

、
項
元
作
収
蔵
の
千
字
文
編
号
に
つ
い
てヤ

も
す
え
亡
。
一

4rr出
し
ミ

L
川
乍
』
V
L
W
V
片
町
内
/
点
て

γ
h
w
v
d
y
バ公

一
、
吋
公
孫
龍
子
b

守
自
の
論
に
つ
い
て

筑
波
大
学
大
学
院

一
、
卒
商
隠
の
古
文
か
ら
耕
文
へ
の
転
向
に
つ
い
て

筑
波
大
学
大
学
院

一
し
二
可
ノ
ド

t
-
3
1
J
H
A
目立
J

ヒ

一
イ
ノ
ニ
f
¥
/
A
i
l
-
付
お
ド
fu
佼
心
木
心
ノ
ケ
J
i

i
「
国
家
主
義
」
を
中
心
と
し
て

埼
玉
大
学

一
、
い
わ
ゆ
る
「
欧
化
一
訟
法
」
に
つ
い
て

筑
波
大
学

一、

つ
い
て
i
陶
淵
切
の
場
合

山
形
大
学

町内司-、

の
臼
木
伝
来
時
期
に
つ
い
て

東
京
外
国
語
大
学

〔
漢
文
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕

「
総
合
関
誌
の
中
に
お
け
る
漢
文
の
位
置
」

松
村

茂
樹
氏

小
野
塚
相
一
一
一
氏

カ11
悶
理

部
民

谷

一
郎
氏

大
塚

秀
明
氏

仰
は
は
口

高
橋

一
、
開
会
の
辞

一
一
、
議
長
選
出

一
一
一
、
委
員
長
挨
拶

問
、
諸
報
告

。
付
庶
務

ω企
爾

ω会
報
編
集

五
、
議
事

ω昭
和
六
十
一
年
度
決
算

ω昭
和
六
十
二
年
度
予
算

ω委
員
選
挙

水
沢
利
忠
、
内
山
知
名
、
田
部
井
文
雄
、
伊
藤
虎
丸
、
高
橋
均
、
中
村

嘉
弘
、
向
嶋
成
葉
、
謡
口
拐
、
中
村
俊
也
、
大
上
正
美
、
佐
治
俊
彦
、

堀
池
信
夫
、
松
本
肇
、
安
藤
信
広
、
加
藤
敏
の
十
五
氏
を
選
出

ωそ
の
飽

六
、
閉
会
の
辞

司
会
法
政
大
学

東
京
学
芸
大
学
附
燥
大
泉
高
校

青
山
学
院
大
学

金
子
彰
男
氏
を
選
出

勝
氏

均
氏

O
月
例
会

昭
和
六
十
二
年
十
二
月
十
三
日
(
日
)

於
桜
蔭
会
館

謡大長安
口 上 瀬 藤

正瑞信
i男:美-己広
氏氏氏民

内
U~ 

委
員

水
沢
委
員
長

大向松
上嶋本

委
員

委
員

委
員

(109 ) 

堀堀
池池

委
員

委
員

iセ
111 

委
民



一
、
江
沌
後
集
と
「
才
尽
」筑

波
大
学
附
属
高
校
非
常
勤
講
師

一
、
公
平
学
の
師
承
i
劉
逢
ほ
よ
り
謹
白
珍
へ

中
野

将
氏

筑
波
大
学

昭
和
六
十
一
一
一
年
一
一
一
月
十
二
日
(
土
)

於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
会
議
室

一
、
町
韓
非
子
h

「
解
老
篇
」
に
つ
い
て

俊
也
氏

中
村

筑
波
大
学
大
学
院

大
二
氏

菅
本

一
、
陶
淵
明
の
関
問
に
つ
い
て

筑
波
大
学
大
学
院

坂
口

一一一樹民

O
昭
和
六
十
一
一
一
、
六
十
四
年
度
委
員
会

委

員

長

水

沢

利

忠

副
委
員
長
内
山
知
也

総
務
ハ
企
磁
)
田
部
井
文
雄
、
中
村
嘉
弘
、
向
鵡
成
美
、
中
村
俊
也
、

加
藤
敏

H

H

(

庶
務
〉
松
本
議
、
加
毘
理
一
郎
、
谷
口
真
由
実

会

計

堀

池

信

夫

、

菅

本

大

二

会
報
編
集
伊
藤
虎
丸
、
高
橋
均
、
謡
口
拐
、
大
上
正
美
、
佐
治
俊
彦
、

安
藤
信
広

会
計
蛍
査
横
山
伊
勢
雄
、
問
中
有

住
所
、
勤
務
先
等
に
変
児
の
あ
っ
た
方
は
、
事
務
局
ハ
一
γ
紡
茨
城
県
つ
く
ば

市
天
王
台
一
ノ
一
ノ
一
、
筑
波
大
学
文
芸
・
一
一
一
一
同
語
学
系
内
)
宛
第
一
報
く
だ

P
、
ァ
、

o

，
ζ
t
h
v
 

(110 ) 



大
塚
漢
文
学
会
々
則

一
、
本
会
は
大
坂
漢
文
学
会
と
称
す
る
。

ニ
、
本
会
は
漢
文
学
及
び
漢
文
教
育
の
研
究
と
普
及
と
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

一
日
一
、
本
会
の
会
員
は
友
の
通
り
で
あ
る
。

ー
、
回
東
京
教
育
大
学
漢
文
学
会
一
々
員
で
あ
っ
て
参
加
を
希
望
す
る
者

2
、
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の
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人
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る
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通
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。
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